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1. はじめに  

 2003年から 2019年までの 17年間に発生した水難
事故は 2788件である 1)．また，河川へのごみの不法

投棄が問題視されている 2)．これらの事例のように，

人々の河川への関心の希薄化による水難事故の多発

化や環境問題の深刻化は重要な問題である．このよ

うな問題を解決するには，河川への関心を向上させ

る必要があると考える．河川の人気を向上させるた

めには，人気な河川に必要な要素を把握し，それらに

基づいて河川の利用促進を図る必要がある．星ら 3)

は，`15~`16 年度版の各都道府県 46 冊の旅行情報誌
「るるぶ」4)を使用し，記事面積が大きいほど河川の

人気度が高いと仮定して，観光地へのアクセスのし

やすさが河川の人気度に与える影響を調査した．し

かし，記事面積と河川空間利用実態がどのような関

係にあるかは明らかでない． 

 そこで本研究では，旅行情報誌の記事面積および

河川水辺の国勢調査（空間利用実態調査）の河川利用

者数を用いて，両者の関係を調査した． 

 

2. 分析データ 

2.1 旅行情報誌の記事面積 

本研究では，星ら 3)と同様に，佐藤ら 5)が調査した

`15~`16 年度版の各都道府県 46 冊の旅行情報誌「る
るぶ」4)の河川に関する記事面積を使用した．本研究

では，河川ごとに記事面積をそれぞれ合計した． 
2.2 利用者数 

 本研究では，河川別の利用者数として，河川水辺の

国勢調査（河川空間利用実態調査）の結果 6)を用いた．

これは，国土交通省が実施している河川水辺の国勢

調査のうち，河川空間の利用状況の実態を把握し良

好な河川空間の保全・整備に資することを目的とし

て実施されている調査である．本研究では，平成 26
年度の調査結果を用いて分析を行った． 

 

3. 分析方法 

 本研究では，まず，河川ごとの記事面積と利用者数

について，相関分析を行った．次に，記事面積の上位

群と下位群に分けて，河川ごとの記事面積と利用者

数の相関分析を行い，その違いを検討した． 

 

4. 分析結果および考察 

 河川の利用者数と記事面積の関係を図-1 に示す． 
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図-1 利用者数と記事面積の関係 

図-2 順位化した利用者数と記事面積の関係 
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利用者数と記事面積の相関係数は 0.78 となり，正の
相関が見られた．しかしながら，図-1に着目すると，
利根川，木曽川，荒川（関東）のプロット点が他のデ

ータ群よりも大きく離れていることが分かる．これ

により，相関係数が高い値を示した可能性が考えら

れる．そこで，利用者数と記事面積を順位化して，両

者の関係を調査した．その結果を図-2 に示す．利用
者数と記事面積の順位相関係数は 0.15 となり，ほぼ
相関が見られない結果となった． 
 記事面積の上位群と下位群に分けて，利用者数と

記事面積の順位相関係数を求めた．その結果を図-3，
図-4に示す．利用者数と記事面積の順位相関係数は，
上位群においては 0.47，下位群においては-0.14 とな
った．したがって，記事面積の上位群においてのみ，

記事面積と利用者数に相関があることが分かった．

上位群の記事面積は 82cm2から 1669cm2の範囲にあ

り，下位群の記事面積は 16cm2から 64cm2の範囲に

ある．これより，下位群の記事面積に大きな違いが見

られないことが分かった．これは，旅行情報誌におい

て，人気が上位の河川が広く記事面積をとるため，人

気がある程度低い河川は一定の記事面積しかとるこ

とができないためだと考えられる． 

 

5. おわりに 

 本研究では，旅行情報誌の記事面積が河川の人気

度を表しているかを把握することを目的として，記

事面積と河川の利用者数の関係を調査した．その結

果，以下の結果が得られた． 
1) 記事面積と利用者数の相関係数は 0.78 となり，

正の相関がみられた．しかし，一部のデータによ

って相関係数が高くなっていた． 
2) 記事面積と利用者数の順位相関係数は 0.15 とな

り，ほぼ相関は見られなかった． 
3) 順位化した記事面積の大きさのうち，上位群，下

位群で求めた利用者数との順位相関係数はそれ

ぞれ 0.47，-0.14となった． 
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図-3 上位群における順位化した利用者数と 

記事面積の関係 
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図-4 下位群における順位化した利用者数と 

記事面積の関係 
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